
認知症疾患医療センター運営事業実施状況

（２）事業実績の年次推移

（１）設置数の年次推移

平成20年度
14ヶ所

（ 3府県 3指定都市）

平成21年度
66ヶ所

（ 23府県 7指定都市）

年度 外来 鑑別診断 入院
専門医療相談

（電話）
専門医療相談

（面談）

20 16,289 3,095 1,254 5,113 3,536

21 110,124 12,336 4,788 19,810 11,017 

平成23年5月1日現在
112ヶ所

（ 32道府県 7指定都市）

（精神・障害保健課調べ）

（件）
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認知症疾患医療センター整備状況（H23.5.1現在）

仙台市

さいたま市

堺市

大阪市

神戸市

北九州市

福岡市

新潟市

○未整備であり平成２３年度中に整備予
定がない又は引き続き検討を行う自治体
秋田県、福島県、徳島県、愛媛県、沖縄県、札幌
市、千葉市、横浜市、川崎市、相模原市、静岡
市、浜松市、名古屋市、京都市

：整備済み（３２道府県、７指定都市）

：平成２３年度中に整備予定あり（１０都府県、３指定都市）

：平成２３年度中に整備予定なし又は引き続き検討
（５県、９指定都市）

岡山市

広島市



１．詳細な診断

1 アルツハイマー型認知症の診断

2 脳血管性認知症の診断

3 レビー小体型認知症の診断

4 前頭側頭型認知症（またはピック病）の診断

5 上記1)～4)以外の認知症疾患の診断

6 認知症，うつ病，せん妄の鑑別診断

２．周辺症状／身体疾患を合併する認知症患者の入院対応機能
（救急医療や終末期医療を含む）

7 合併する一般身体疾患（生活習慣病など）に対する入院治療

8 貴医療機関の専門領域の身体疾患に対する入院治療

9 随伴する精神症状・行動障害に対する入院治療

10 合併する身体疾患に対する救急医療（時間外入院を含む）

11
随伴する精神症状・行動障害に対する救急医療（時間外入院を
含む）

12 入院による終末期医療

３．かかりつけ医機能

13
認知症疾患センターやもの忘れ外来など認知症専門医療機関
への紹介

14 介護保険主治医意見書の記載

15 合併する一般身体疾患（生活習慣病など）に対する通院治療

16
アルツハイマー型認知症に対する抗認知症薬（アリセプト等）の
投薬

４．往診・訪問診療機能

17 往診・訪問診療による身体疾患の治療

18
往診・訪問診療による精神症状・行動障害の治療（精神科との
連携下でも可）

19
施設（グループホーム，介護老人福祉施設など）への往診・訪問
診療

20 往診・訪問診療による終末期医療

５．周辺症状に対する外来対応機能

21
随伴する抑うつ症状に対する通院治療（精神科との連携下でも
可）

22
随伴する幻覚や妄想に対する通院治療（精神科との連携下でも
可）

23
随伴する興奮や攻撃性に対する通院治療（精神科との連携下
でも可）

24 せん妄に対する通院治療（精神科との連携下でも可）

６．介護機関との連携機能

25 介護支援専門員への助言または連携

26 地域包括支援センター職員への助言または連携

27 グループホーム等施設介護者への助言・指導

７．専門領域の身体疾患を合併する認知症患者に対する外来対
応機能

28 貴医療機関の専門領域の身体疾患に対する通院治療

８．その他

29 認知症に対するデイケア

30 家族に対する「認知症の人と家族の会」についての情報提供

平成20年度厚生労働科学研究 「精神科救急，特に身体疾患や認知症疾患の
合併症例の対応に関する研究」（主任研究者 黒澤尚、分担研究者 粟田主一）
一部改変

認知症患者に提供するべき医療 30項目：
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認知症疾患医療センターの役割と配置数
研究報告（抜粋）

○認知症疾患医療センターに求められる機能（注１

専門医療相談
詳細な診断
院内連携・地域連携
周辺症状・身体疾患を合併する認知症患者に対する急性期医療
地域の保健医療福祉介護職の研修

日本老年精神医学会専門医へのアンケート調査（有効回答253件）から推計

○認知症疾患医療センターの適正な配置 （注２

＊中央値を用いた場合
① 人口３０万人に１件
② 高齢者人口６万人に１件
③ 認知症高齢者４８００人に１件

平成21年度厚生労働科学研究 「精神科救急，特に身体疾患や認知症疾患の合併症例の対応に関する研究」（主任研究者 黒澤尚、分担研究者 粟田主一）
一部改変

＊７０パーセンタイル値を用いた場合
① 人口５０万人に１件
② 高齢者人口１０万人に１件
③ 認知症高齢者８０００人に１件
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注１）日本老年精神医学会専門医を対象とするアンケート調査で、６０％以上の専門医が“求められる”と回答した機能を採用

注２）「仮に高齢化率を２０％とした場合、現時点での必要設置件数は、人口何万人あたりに１件が適切と考えますか」という
質問に対する回答から得た数値。認知症高齢者有病者数は、６５歳以上高齢者の認知症有病率を８％として算出した


